J との 真実 
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一九 四 九 年の 春 ごろから、 ジャ ー ナ リズムの 上に 秘 

史、 実録、 実記と 銘 をう たれた 記録 ものが 登場し はじ 

めた。 

氾濫した 猥雑な 雑誌と そ の 内容 は あきられて 記録 文 

学、 ル ポルタ— ジュの 特集が 新しい 流行と なった。 

記録文学、 ノン. フィクションの 作品が 生れ はじめ、 

またうけ 入れられ たのに は、 理由が あった。 戦争の 永 

い 年月、 わたしたちの 全 生活が そのために 支配され、 

欺瞞され、 遂に 破壊へ つきおとされながら、 直接の 犠 

牲者 である 人民 は、 戦争の 現実に ついて、 また 社会の 

事実に ついて ほとんど 一 つも 知る 自由 を もっていな 



のが、 当時の 内部 関係者であった ファシスト 軍人に 

よ つ て 主観的に 合理化して かかれた ものが 公表され る 

し、 日本海 軍 潰滅 前後の 物語 も、 当時の 連合艦隊 参謀 

長と いうよう な 人々 によ つ て 執筆され はじめた。 

これらの 記録に は、 どれに も 共通な 一 つの 本質が あ 

る。 それ は 元 連合艦隊 参謀長 草 鹿 龍 之 介 氏 「運命の 海 

戦」 (文芸 春秋、 四 九. 一 〇 に 発表) を よんでも わかる 

とおり、 「ミツ ドウ エイ 洋上、 五分 間の手 遅れが 太平洋 

全 海戦の 運命 を 決した"：」 と 五分 早かったら という 調 

子で、 海戦の 状況が こまかく 専門的に 記されて いる こ 

とで ある。 元 海軍 中将で ある この 筆者 は、 その 達筆な 



これ は、 果して 歴史の 「真実 を 語る」 方法だろう か。 

根本の 原因に ふれないで、 そこに 生じた 現象 だけ を、 

おのずから ほとばしる 職業軍人の 感情で 語る ことに、 

うそがない という だけで、 こんにち ファシズム とたた 

か つ て 平和 を 確保し なければ ならない わたしたち 日本 

の 人民に とって、 誠実な 態度で あると いえる であろう 
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敗け さえし なかったら。 —— 日本が 敗け たんだ もの 

仕方がない。 そういう 感情 は 戦争 を まるで 災難の よう 

にうけと る ほど、 伝統的な 軍国主義の もとに 育てられ 

た 日本の 女性の 心に、 きょう もま だぬ けない 根 をの こ 



の 日々 で、 「みじめな 朝鮮人」 を 見下げる 習慣 を もた さ 

れ てきた 一部の 人々 は、 いま は 日本 も 敗け てし まった 

の だからと、 軍国主義 権力の 崩壊 を、 それによ つて こ 

わされた 自分た ちの 生活と 同じ 一 つもの のように 思い 

こんで、 われから 隸属に 屈して いる ことはないだろう 
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夫婦の 不和 や 家庭 破壊の 問題が おこった とき、 どん 

な 幼稚な 身の上 相談に しろ、 先ず その 原因 を 冷静に つ 

きつめ て、 と 答えて いる。 あの こと も、 この こと も 敗 

戦が わるい、 というならば、 どうして その 敗戦な どと 

いう 現象が おこった のか。 そもそもの 原因まで さかの 



した 軍部の やりかた そのものであった。 条理 ある 社会 

関係の 総体の 見と おし を 許さず、 きれぎれの 認識で 混 

乱させた 力 こそ、 ファシズムの 本質ではなかった ろう 
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記録文学の 流行 は、 出版界の 不安定 性と まじり 合つ 

て、 各 出版社 を 記録文学の ヒット さがしに 熱中 させた。 

花 山 信 勝の 「平和の 発見」 は 軍国主義の あらわな 鼓舞 

として はげしく 非難され た。 その 「平和の 発見」 は 出 

版 社の 人々 と 著者の 合作で つくられた ものであった こ 

とも 知られた。 参議院の 考査 委員会 は、 永 井 隆氏を 表 

彰 しょうと いう 案 を 発表した が、 六月 十二 日、 七月 三 



日 (一九 四 九 年) の 週刊 朝日 は、 カソリック 教徒で あ 

る この ひとの 四つの 著書が、 それぞれに ちがった 筆者 

であると いうよう に いっている。 

記録文学の ある もの は、 クラブ チェン コの 「わたし 

は 自由 を 選んだ」 を 筆頭と して、 国際的に も 一 つの 注 

目すべき 反 民主的 利用の 道 を ひらかれ てきた。 わたし 

たち は、 明日のより よい 社会の ために、 書かれて いる 

その 範囲の ことにう そ はない という 程度の 記録文学 か 

ら、 一 歩す すんで、 それが 社会の 歴史の 諸 関係の 事実 

を 語つ ている という ことので きる 記録文学 を もとめる _ 

「流れる 星 は 生きて いる」 (藤 原て い 著) を よんで、 こ 



おかれた 自身の 荒々 しい 所行 (「三百 円 儲けた 話」) の 

物語と いっしょに、 恐怖 を もって 臆測され ている 北鮮 

の 治安が 実際に はよ くて、 保安 隊の若 もの、 土地の人々 

の 親切、 ソ 同盟の 兵士の 素朴な 人間 ぼ さな ども、 それ 

がそう であった ように 語られて いる。 北鮮の 新 幕から 

三十八度線 を こえて 開城に つくまでの 徒歩 行進の 辛苦 

の 描写 は 強烈で、 ー篇の クライマックス となって いる 

ので あるが、 著者 は、 新 京から 引 揚げの 開始され た 八 

月 九日の 夜から 一 力 年の 苦しい 月日のう ちに 起った で 

きごと を、 その 身で ぶっかり、 たたかい、 つきぬけ、 

かきのけ てきた ことがら としての 範囲に 集注して、 あ 



ている 著者 は、 その 体の たけと はばと で 解決し きれな 

いような 問題 は、 みんなき つてす てて いる。 したがつ 

て、 この 引 あげの 辛酸な 事実の 歴史的 背景と なり 悲惨 

の 原因と なって いる 日本の 軍国主義 や 満州 侵略、 そこ 

に 巻き こまれた 巿 民の 不幸の 意味な ど は、 一 切 考えて 

みょうとされ ていないの である。 

, J れらの 特徴 は、 どれ もこの ご ろの 記録文学の 性格 

を そなえて いる。 まじめに 考えさせる ような モメント 

は 重苦しい として みんなき りすて て、 スリル 中心に 読 

者 を ひっぱって 行って、 一 定の 雰囲気の 影響の もとに 

おく ジャ— ナ リズムの 方法が、 二 生 一代の 勇敢なる 
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